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5. 強震動シミュレーションの現状

[手法 4] や[手法 5] を用いて詳細かつ合理

的に強震動を予測する場合，震源断層のモデル化，

地盤構造によるサイト増幅特性が結果に大きく

影響する。また，これらのモデルから地震動を計

算する手法の信頼性も大きな問題である。つまり，

強震動評価にあたっては， r震源断層モデルJ ,

「地盤構造モデル]， r計算手法」の 3 つの問題

点をクリアする必要がある。そこで，モデルに関

する情報が比較的豊富に得られている平成 7 年

兵庫県南部地震を例として， [手法 4] や[手法

5] の現状について簡単にまとめる。

平成 7 年兵庫県南部地震では，震源近傍の強震

観測記録等を用いて，波形インパージョンによる

断層破壊過程の詳細な解析がおこなわれている。

また， 神戸市域の地盤構造に関してはこれまで

にもいろいろな調査が行われており，文献として

公表されているものも多い。これらの地盤構造調

査は，主に民間企業が主体となって地道に進めて

きたものであったが，平成 7 年兵庫県南部地震以

後には国を始めとする多くの研究機関により詳

細かつ大量の地盤調査が実施されている 3 1)， Jl) 。

釜江ら 33) は地盤構造調査結果にもづく地盤モ

デルを用いた 3 次元差分法による理論波形(長周

期)と，統計的グリーン関数法で作成した人工小

地震波形(短周期)を組み合わせ，これらを合成

するハイブリッド法を用いて震瀬近傍の波形を

広い周期範囲で良好に再現している。

この様に，パラメターさえ与えることができれ

ば，兵庫県南部地震の強震観測記録を実用的なレ

ベルでシミュレーションすることが可能となっ

ている。このことは，強震動シミュレーションの

手法と現在の計算環境が，上に示した「計算手法」

のハードルを着実に超えつつあることを示して

いる。しかしながら，強震動の予測は，過去に起

こった地震ではなく，将来において起こり得る地

震に対してなされなければ意味がない。このため

には，将来発生する地震の「震源断層モデルJ ,

および予測対象となる地域の「地盤構造モデル」

の設定が重要となってくる。

6. 震源および地下構造データの現状

計算を実施するための「震源断層モデルJ ， r地

盤構造モデル」モデルの作成とそのためのデータ

収集の努力は，計算手法の研究開発とともに強震

動地震学を支えるひとつの柱と言える。

6-1.震源データ

「新編日本の活断層J 34) に代表される活断層の

情報は，強震動予測において対象とする震源断層

を特定し，またその規模を見積もる上で有力な情

報を提供している。これは，長期的な地震予知研‘

究の成果のひとつと考えることもでき，内陸の極

く浅い地震に対しても強震動予測において対象

とする震源断層モデルやその大きさを絞り込む

ことがある程度可能である。また，断層のグルー

ピングやセグメンテーションの研究川から，断

層長さに対する予測精度は向上している。しかし，

この様な活断層情報から確実に導かれるのは，そ

の位置と長さおよび平均すべり量であり，断層面

の傾斜やすべりの方向すら確実に設定できる場

合は少ない。ましてや，強震動予測に必要な動的

な断層破壊パラメター(表-4 に必要なパラメタ

ーの一覧を示す)が得られる場合はほとんど無い。

この点，佐藤 31) によってまとめられた既往地震の

断層パラメタ一一覧は貴重である。しかし，活断

層と震源断層の長さの関係についても経験的な

情報のばらつきは大きい。また，厚い堆積層に埋

もれた未知の断層の活動や，これまでに活動して

いても基盤岩面にさえ顔を出していない断層に

よる地震の可能性も否定できない。したがって，

強震動予測をおこなう場合には，この様な活断層

の情報を参照しつつ，独自の経験式と判断を用い

て「震源断層モテゅル」を設定してゆく必要がある。
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